
��一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
に
関
す
る
一
考
察

苑

田

亜

矢

は
じ
め
に

第
一
節

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�
、
お
よ
び
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ

リ
オ
ッ
ト
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�
の
再
検
討

第
二
節

悪
評
手
続

悪
評
に
依
拠
し
た
職
権
に
基
づ
く
訴
追

と
悪
評
の
原
因

第
三
節

悪
評
手
続

雪�
宣
誓
に
よ
る
証
明

と
雪�
宣
誓
の
効
果

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

ヨ
ー
ク
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
大
助
祭
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト

(

在
位
一
一
四
一－

四

七
年
、
一
一
五
三－
五
四
年
。
一
一
五
四
年
六
月
八
日
死
去)

を
毒
殺
し
た
廉
で
、
同
大
司
教
の
礼
拝
堂
付
司
祭
た
る
シ
ン
フ
ォ
リ
ア

ン
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

(

在
位
一
一
三
五－

五
四
年)

の
面
前
に
訴
え
ら
れ
た

(

以
下
、
こ
の
事
件
を
ヨ
ー

ク
大
司
教
毒
殺
事
件
と
呼
ぶ)
。
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
に
つ
い
て
は
、
当
該
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
関
わ
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
に
つ
い

て
研
究
し
た
ノ
ウ
ル
ズ
の
論
文
の
最
後
で
、
や
や
詳
し
く
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
少
々
長
い
が
、
引
用
し
て
お
く
。
但
し
、

今
日
ま
で
の
研
究
の
進
展
の
中
で
、
彼
が
用
い
た
史
料
に
は
、
そ
の
作
成
年
が
修
正
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
引
用
文
の

中
の
幾
つ
か
の
箇
所
に
は
、
最
新
の
情
報
を
ル
ビ
で
示
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
ミ
サ
の
時
に
聖
杯
に
仕
込
ま
れ
た
毒
に
よ
っ
て

[

ヨ
ー
ク]

大
司
教
を
毒
殺
し
た
と
し
て
、
大
助
祭
オ
ズ
バ
ー

ト
に
対
す
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
ヨ
ー
ク

[

大
司
教]

選
挙
が
争
わ
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
ミ
ク
ル
マ
ス

[

九
月
二
九
日]

に
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
確
か
に
開
催
さ
れ
て
い
た
国
王
評
議
会
の
場
で
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
面
前
に

提
起
さ
れ
た
。[

大
司
教]

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
礼
拝
堂
付
司
祭
だ
っ
た
告
訴
人
の
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
と
い
う
人
物
は
、
神
判
に
よ
る

様
々
な
審
判
の
う
ち
の
何
れ
か
を
受
け
る
用
意
が
あ
る
と
公
言
し
た
。
被
告
た
る
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
自
ら
の
無
実
を
主
張
し
て
、

教
会
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
。
何
ら
か
の
決
定
に
至
る
前
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
死
去
し
た
。[

国
王]

論 説
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ヘ
ン
リ
二
世

[

在
位
一
一
五
四－

八
九
年]

は
こ
の
事
件
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
大
い
な
る
困
難
を
伴
っ
て
数
年
間
の
後
に
初
め

て
[

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教]

シ
オ
バ
ル
ド

[

在
位
一
一
三
八－

六
一
年]

は
、
国
王
の
裁
判
権
か
ら

[

大
司
教]

自
ら
の
裁
判
権

へ
と
そ
の
事
件
を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
つ
い
に
一
一
五
九

(

一
一
五
六)

年
に

[

カ
ン
タ
ベ
リ]

大
司
教
が
審
理
を
開
始
し
た
時
、
そ

の
事
件
は
全
く
通
例
の
段
階
を
経
た
。
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
必
要
な
証
人
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
彼
の
兄
弟
た
る
三
人
の
大
助
祭
と
そ
の
他
の
四
人
の
聖
職
者
が
共
同
雪�
宣
誓
者

(�������������)

と

し
て
行
動
す
る
用
意
が
あ
る
場
合
、
宣
誓
に
基
づ
い
て
悪
評

(���������)
に
つ
い
て
雪�
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
如
何

な
る
理
由
で
あ
れ
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ロ
ー
マ
へ
上
訴
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
こ
の
事
件
は
、

シ
オ
バ
ル
ド
の
た
め
に
彼
の
秘
書
で
あ
る
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、[

そ
の
事
件
の]

事
実
を

[

教
皇]

ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世

(

ハ

ド

リ

ア

ヌ

ス

四

世

)

に
知
ら
せ
る
べ
く
書
か
れ
た
公
式
な
書�
と
も
に
、
我
々
の
目
の
前
か
ら
消
え
る

(

１)

。

ノ
ウ
ル
ズ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
教
皇
へ
の
上
訴
状
で
あ
る

｢

公
式
な
書�｣
で
は
な
い
が
、
こ
の
事
件
と
同
時
代
に
書
か
れ

た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
書�
と
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
書�
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の

書�
の
内
容
に
は
食
い
違
い
が
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
は
、
お
よ
そ
こ
の
時
期
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル

(

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世)

に
宛
て
て
私
的
な
仕
事
に
つ
い
て
書
き
送
っ
て
お
り
、

彼
の
そ
の
書�
の
追
伸
の
中
で
、
次
の
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
誰
か
が
何
を
語
ろ
う
と
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
雪�

に
失
敗
し
ま
し
た
、
と
。
こ
の
書�
の
中
に
あ
る

｢

誰
か

(��������)｣
が
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ

ト
の
こ
と
を
暗
に
言
っ
て
い
る
と
仮
定
す
る
の
は
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼

[

ギ
ル
バ
ー
ト]

は
、
何
ら
か
の
理
由
で
教
皇
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に
対
す
る
オ
ズ
バ
ー
ト
の
弁
護
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。[

ギ
ル
バ
ー
ト
・]

フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
は
、[

上
訴
状
で
あ
る]

シ
オ
バ
ル
ド
の
書�
を
読
ん
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル

(

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世)

に
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
職
者
が
何
ら
か
の
神
判
に
訴

え
る
こ
と
は
教
会
法
が
禁
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
知
っ
て
い
た
た
め
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン]

は
神
判

に
挑
む
大
胆
さ
と
国
王
裁
判
所
に
提
訴
す
る
大
胆
さ
と
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
、
と
。
そ
れ
故
に
、
彼

[

ギ
ル
バ
ー
ト]

は
、
教

皇
に
、
寛
大
で
い
て
く
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
無
実
の
者
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
し
て
い
る

(

２)

。

こ
の
後
、
ノ
ウ
ル
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
バ
ラ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
歴
史
書
に
あ
る
記
述
を
取
り
上
げ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
歴
史
書

に
お
い
て
も

｢

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
の
話
は
…
…
謎
を
残
し
た
ま
ま
終
わ
る｣

と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
説
明
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
事
件
の
経
過
を
、
改
め
て
簡
潔
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
が
争
わ

れ
て
い
る
一
一
五
四
年
に
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
裁
判
所
に
提
訴
し
た
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
審
理
段
階
で
用
い
ら
れ
る
証
明
方
法

と
し
て
、
神
判
を
引
き
受
け
る
旨
を
申
し
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
た
る
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
国
王
裁
判
所
で
は
な
く
、
教
会
裁
判

所
に
お
け
る
審
理
を
求
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
要
求
は
認
め
ら
れ
ず
、
国
王
裁
判
所
で
の
審
理
が
続
い
た
。
国
王
裁
判
所
で
判
決
に
至

る
前
に
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
死
去
し
、
国
王
ヘ
ン
リ
二
世
が
即
位
し
た
。
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
は
、
努
力
の
末
に
、

こ
の
事
件
に
対
す
る
裁
判
管
轄
権
を
国
王
裁
判
所
か
ら
大
司
教
裁
判
所
へ
取
り
戻
し
た
。
大
司
教
裁
判
所
に
お
い
て
、
被
告
た
る
オ
ズ

バ
ー
ト
は
、
雪�
宣
誓
に
よ
っ
て
証
明
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
雪�
宣
誓
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
上
訴
状
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

但
し
、
一
方
の
ジ
ョ
ン
の
書�
で
は
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
雪�
に
失
敗
し
た
と
書
い
て
あ
る
、
す
な
わ
ち
有
罪
だ
と
書
い
て
あ
る
の
に
等

し
い
が
、
他
方
の
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書�
で
は
、
雪�
宣
誓
の
結
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は

｢

無

実
の
者｣

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

論 説
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こ
の
事
件
の
結
末
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
一
五
七
年
の
上
訴
か
ら
間
も
な
く
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
大
助
祭
職
を
剥
奪
さ
れ
、

俗
人
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
と
い
う
指
摘
が
、
幾
つ
か
の
研
究
に
お
い
て
見
ら
れ
る

(

３)

。
こ
の
指
摘
か
ら
推
察
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
結

局
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
教
会
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
殺
人
罪
な
ら

オ
ズ
バ
ー
ト
に
は
、
世
俗
法
上
は
お
そ
ら
く
生
命
刑
が
科
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
教
会
法
上
の
最
も
重
い
制
裁
で
あ
る
聖
職
身

分
剥
奪
が
科
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
セ
ー
ル
ズ
は
、
大
助
祭
の
罪
は
否
定
し
が
た
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
と
判
断
し
て
い
る

(

４)

。
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
犯
罪
を
行
な
っ
た
聖
職
者
と
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
事
件
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
除
き
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
に
位
置
づ
け
て
説
明
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
事
件
は
、
聖
職
者
を
被
告
と
す
る
殺
人
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
よ
う
に
、
犯
罪
を
行
な
っ
た
疑
い
の
あ
る
聖
職
者
の
事
件

に
対
し
て
は
、
国
王
と
教
会
と
の
両
方
の
権
力
が
、
裁
判
管
轄
権
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
事
件
の
約
一
〇
年
後
の
一
一
六
四
年
に
は
、

国
王
ヘ
ン
リ
二
世
が
、｢

王
国
の
慣
習｣

を
成
文
化
し
た
と
す
る
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
第
三
条
に
お
い
て

(

５)

、
犯
罪
を
行
な
っ
た
疑
い
の

あ
る
聖
職
者
に
対
し
て
世
俗
裁
判
権
の
行
使
を
宣
言
し
た
の
に
対
し
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト

(

在
位
一
一
六
二－

七
〇
年)

は
、
聖
職
者
は
世
俗
裁
判
官
の
下
で
裁
か
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
裁
判
上
の
特
権

(

以
下
、
聖
職
者
の
特
権
と
表
記)

を

有
し
て
い
る
等
と
反
論
し
て
い
る
。
国
王
と
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
と
の
間
の
こ
の
対
立
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
論
争
と
も
呼
ば
れ
、
厚
い
研
究

の
歴
史
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
は
、｢

王
国
の
慣
習｣

た
る
一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン

法
第
三
条
や
聖
職
者
の
特
権
と
の
関
係
の
中
に
位
置
づ
け
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
セ
イ
ヤ
ー
ズ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、

サ
ル
ト
マ
ン
、
そ
し
て
バ
ー
ロ
ー
の
研
究
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

彼
ら
の
研
究
で
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
を
例
に
と
り
、
一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
三
条
の
内
容
が
、
そ
の
年
よ
り
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前
か
ら

｢

王
国
の
慣
習｣

だ
っ
た
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る

(

６)

。
ま
た
、
こ
の
事
件
と
聖
職
者
の
特
権
と
の
関
係
が
、
彼
ら
の
研
究

の
中
で
触
れ
ら
れ
る
場
合
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
治
世
下
の
国
王
裁
判
所
で
、
大
助
祭
オ
ズ
バ
ー
ト
が
聖
職
者
の
特
権
を
主
張
し
て
い

る
点
や

(

７)
、
国
王
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
や
ヘ
ン
リ
二
世
に
対
し
て
、
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
が
、(

お
そ
ら
く
は
、
聖
職
者
の
特
権
に
基
づ
い

て)

こ
の
事
件
に
対
す
る
裁
判
管
轄
権
を
、
主
張
し
た
り
、
取
り
戻
し
た
り
し
て
い
る
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

(

８)

。
さ
ら
に
、
オ
ズ

バ
ー
ト
が
後
に
大
助
祭
職
を
剥
奪
さ
れ
た
後
も
俗
人
と
し
て
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
聖
職
者
の
特
権
を

主
張
し
て
世
俗
裁
判
権
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
犯
罪
者
だ
と
み
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
こ
の
事
件
は
、

｢

王
国
の
慣
習｣

た
る
一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
、
そ
し
て
聖
職
者
の
特
権
と
の
関
係
に
中
に
位
置
づ
け
て
説
明
で
き
る
事
件

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
旦
こ
の
視
点
を
離
れ
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
に
関
す
る
現
存
史
料
を
、
教
会
裁
判
手
続
や
国
王
裁
判
手
続
の
証
拠

方
法
の
観
点
か
ら
丹
念
に
検
討
し
直
す
な
ら
、
こ
の
事
件
に
は
、
別
の
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
件
に
関
す
る
現
存
史
料
の
中
で
再
検
討
を
要
す
る
の
は
、
前
述
の
上
訴
状

(

史
料
Ａ)

、
ジ
ョ
ン
の
書�(
史
料
Ｂ)

、
ギ
ル
バ
ー

ト
の
書�(
史
料
Ｃ)

、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
バ
ラ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
歴
史
書

(

史
料
Ｄ)

に
加
え
、
教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書

(

史
料
Ｅ)

で
あ
る

(

９)

。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
、
教
会
裁
判
手
続
や
国
王
裁
判
手
続
の
証
拠
方
法
の
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
新
た
な
像
を
描
く
と
と
も
に
、
こ
の
事
件
を
、
一
二
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
会
裁
判
手
続
の

歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
際
、
宣
誓
さ
せ
た
証
人
に
証
言
さ
せ
る
糾
問

(

特
別
糾
問)

を
通
じ
て
犯
罪
の
実
体
的

事
実
を
探
究
す
る
と
い
う
カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
の
特
徴
が
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
裁
判
所
に
お
い
て
確
認
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
点
に
も
、
言
及
し
た
い
。

論 説
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第
一
節

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�
、
お
よ
び
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・

フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�
の
再
検
討

一

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�
の
再
検
討

ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
概
要
を
、
史
料
に
即
し
て
再
確
認
す
る
た
め
、
ま
ず
、
一
一
五
六
年
に
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル

ド
が
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世

(

在
位
一
一
五
四－

五
九
年)

に
宛
て
た
書�(
史
料
Ａ)

の
内
容
を
再
検
討
す
る
。
本
書�
は
、
前

述
の
通
り
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
か
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
へ
の
上
訴
状
に
あ
た
り
、
事
件
が
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
に
お
い

て
審
理
さ
れ
る
ま
で
の
概
要
を
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
に
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

良
き
記
憶
に
あ
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
家
人

(�������)
た
る
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
と
い
う
名
の
或
る
聖
職
者

(��������)
が
、
荘
厳
な
る
或
る
集
会
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
司
教
達
と
バ
ロ
ン
達
の
面
前
で
、

ヨ
ー
ク
の
大
助
祭
オ
ズ
バ
ー
ト
を
毒
殺
の
罪
で
訴
え
ま
し
た

(���������)
。
そ
の
際
、
前
述
の
大
司
教
は
、
主
の
聖�
に
お
い

て
大
助
祭
が
大
司
教
に
飲
ま
せ
た
毒
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
述
べ
、
自
ら
は
、
熱
鉄
神
判
か
熱
湯
神
判

か
決
闘
か
或
い
は
そ
れ
以
外
の
審
判
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
着
実
に
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

オ
ズ
バ
ー
ト
は
罪
を
極
め
て
揺
る
ぎ
な
く
否
認
し
て
、
地
位
と
身
分
の
特
権
に
よ
っ
て
自
ら
は
俗
人
の
裁
判
で
は
な
く
、
教
会
の

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

裁
判
に
の
み
服
す
る
と
、
そ
し
て
自
ら
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
裁
判
に
備
え
て
い
る
状
態
だ
と
回
答
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
達

・
・
・
・
・
・
・
・

と
私
達
の
兄
弟
が
抗
議
し
、
抵
抗
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
事
件
は
、
犯
罪
の
重
大
さ
故
に
、
ま
た
、
国
王
が
居
る
所
で
開
始

一二世紀イングランドにおけるヨーク大司教毒殺事件に関する一考察
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さ
れ
た
が
故
に
、
国
王
の
裁
判
所
に
属
す
る
の
だ
と
述
べ
た
国
王
の
手
で
、
私
達
の
王
国
の
慣
習
に
従
っ
て

(�����

・
・
・
・
・
・
・
・
・

��������������������������)
実
行
さ
れ
る
べ
き
訴
訟
に
つ
い
て
の
保
証
人
が
両
当
事
者
か
ら
立
て
ら
れ
た
の
で
、
争

い
は
、
公
現
祭

[

一
月
六
日]

か
ら
八
日
後

[

一
月
一
三
日]

ま
で
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
私
達
の
主
君
た
る
国
王
ヘ

ン
リ
陛
下
が
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
継
承
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
国
王
の
手
か
ら
、
大
き
な
困
難
を
伴
っ
て
、
強
力
な
力
で
、

国
王
と
全
て
の
貴
顕
達
の
憤
怒
の
状
態
の
中
、
辛
う
じ
て
、
今
や
前
述
の
事
件
を
、
私
達
は
教
会
の
審
理
に
取
り
戻
し
ま
し
た
。

そ
れ
故
、
度
重
な
る
延
期
が
生
じ
た
た
め
、
必
然
的
に
審
問

(��������)
が
延
期
さ
れ
、
原
告
、
す
な
わ
ち
シ
ン
フ
ォ
リ
ア

・
・
・
・
・
・

ン
は
、
法
と
カ
ノ
ン
の
精
緻
に
従
っ
て
告
訴

(���������)
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
聖
な
る
カ
ノ
ン
を

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

吟
味
し
て
、
尊
敬
す
べ
き
私
達
の
兄
弟
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
司
教
リ
チ
ャ
ー
ド
、
チ
チ
ェ
ス
タ
司
教
ヒ
ラ
リ
ー
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司

・
・
・
・

教
ジ
ョ
ス
リ
ン
、
エ
ク
セ
タ
司
教
ロ
バ
ー
ト
と
そ
れ
以
外
の
賢
明
な
出
席
者
達
の
協
議
の
も
と
、
そ
の
話
は
全
島
に
知
れ
渡
っ
て

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

い
る
と
い
う
理
由
で
、
今
や
、
前
述
の
大
助
祭
に
対
し
て
、
三
人
の
大
助
祭
の
手
に
よ
る

そ
し
て
彼
ら
に
そ
の
他
の
四
人
の
助

・
・
・
・
・
・
・
・

祭
を
加
え
て

雪�
宣
誓
を
私
達
は
通
告
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
達
は
前
述
の
雪�
宣
誓
の
日
を
指
定
し
ま
し
た
。
そ
の
日
が

差
し
迫
っ
た
時
、
前
述
の
大
助
祭
が
私
達
の
も
と
へ
や
っ
て
来
て
、
自
分
は
ロ
ー
マ
教
会

そ
こ
に
話
は
お
そ
ら
く
達
し
て
い
ま

し
た

の
面
前
で
自
ら
の
無
実
を
示
す
こ
と
を
選
ぶ
と
述
べ
、
誰
か
に
よ
っ
て
彼
を
傷
つ
け
る
た
め
に
何
か
決
定
さ
れ
る
こ
と
を

禁
ず
る
使
徒
の
権
威
に
よ
っ
て
、
彼
と
彼
の
も
の
全
て
を
あ
な
た
の
保
護
の
も
と
に
置
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
自
ら
公
現
祭

[

一
月
六
日]

か
ら
八
日
後

[

一
月
一
三
日]

に
あ
な
た
の
面
前
に
出
頭
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
そ
れ
故
、

当
然
な
が
ら
、
私
達
は
使
徒
の
威
厳
に
対
し
て
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
問
題
の
決
定
を
あ
な
た
方
の
神
聖
さ
に
留
保
い
た
し
ま
す

(�)

。

(

傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。)
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本
書�
で
は
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
が
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
裁
判
所
へ
訴
え
た
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
る
。
国
王
裁
判
所
に
お
い

て
、
原
告
た
る
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
神
判
な
い
し
決
闘
に
よ
る
証
明
を
申
し
出
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
た
る
オ
ズ
バ
ー
ト
が
、

｢

地
位
と
身
分
の
特
権
に
よ
っ
て
自
ら
は
俗
人
の
裁
判
で
は
な
く
、
教
会
の
裁
判
に
の
み
服
す
る｣

と
聖
職
者
の
特
権
を
主
張
し
て
、

教
会
裁
判
所
で
の
審
理
を
求
め
る
。
し
か
し
、
国
王
は
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
裁
判
管
轄
権
を
主
張
し
、｢

王
国
の
慣
習｣

に
従
っ
て
、

国
王
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
追
行
の
保
証
が
両
当
事
者
か
ら
得
ら
れ
た
の
で
、
同
裁
判
所
に
お
け
る
次
の
開
廷
日
を
指
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
指
定
日
よ
り
前
の
一
一
五
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
死
去
し
、
同
年
一
二
月
一
九
日
に
ヘ
ン
リ
が
国
王

と
し
て
即
位
す
る
。
そ
の
後
も
、
国
王
裁
判
は
遅
延
を
重
ね
て
い
た
。

そ
し
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
で
の
審
理
が
始
ま
る
。
大
司
教
裁
判
所
で
は
、
被
告
オ
ズ
バ
ー
ト
に
対
し
て
、
大
助
祭
三
名

と
助
祭
四
名
と
を
共
同
雪�
宣
誓
者
と
す
る
雪�
宣
誓
に
よ
る
証
明
が
命
じ
ら
れ
る
。
雪�
宣
誓
を
実
行
す
べ
き
日
が
指
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
日
が
来
る
前
に
オ
ズ
バ
ー
ト
は
教
皇
庁
へ
上
訴
す
る
。
そ
の
た
め
、
大
司
教
裁
判
所
で
の
審
理
は
停
止
さ
れ
、
オ
ズ
バ
ー
ト
と
彼

の
財
産
は
教
皇
の
保
護
下
に
置
か
れ
る
。
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
一
一
五
七
年
一
月
一
三
日
に
、
教
皇
の
面
前
に
、
出
頭
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ヘ
ン
リ
二
世
治
世
に
な
り
、
如
何
な
る
き
っ
か
け
で
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
で
の

審
理
が
始
ま
っ
た
の
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
誰
か
原
告
が
訴
え
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
司
教
裁
判
所

で
の
審
理
の
開
始
に
関
し
て
は
、｢

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
法
と
カ
ノ
ン
の
精
緻
に
従
っ
て
告
訴
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
聖
な
る
カ
ノ
ン
を
吟
味
し
て
…
…
そ
の
話
は
全
島
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
…
…
雪�
宣
誓
を
私
達
は
通
告
し
ま

し
た｣

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
、
次
に
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
書�
を
再
検
討
し
た
い
。
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二

ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�
の
再
検
討

ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
は

(�)

、
一
一
五
六
年
に
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
書�

を
発
し
て
い
る

(

史
料
Ｃ)

。
書�
の
内
容
か
ら
は
、
こ
の
書�
が
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
教
皇
の
面
前
に
出
頭
す
る
予
定
日
の
一
一
五
七

年
一
月
一
三
日
よ
り
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
挨
拶
文
に
続
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
訴
訟
に
慎
重
に
注
意
す
る
こ
と
は
裁
判
官
に
属
す
る
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
訴
訟
が
、
罪
に
あ
た
る
通
報

・
・
・
・
・
・
・

(���������)
の
も
と
で
、
息
子
達
の
無
罪
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
よ
り
特
別
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
何

故
な
ら
、
無
実
の
者
達
の
生
命
と
評
判
と
を
、
彼
ら
の
罪
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
攻
撃
し
、
彼
ら
を
憎
悪
か
ら
生
じ
る
悪
意
に
よ
っ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

て
罰
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
者
達
に
よ
る
邪
悪
な
声
と
叫
び
声
は
、
阻
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
確
か
に
、
教
皇
特

・

・
・
・
・
・
・
・
・

使
で
あ
る
あ
な
た
の
主
君
た
る
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
の
書�
か
ら
、
真
実
の
十
分
な
光
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
様
が
知
る
こ
と
が
で

き
る
、
ヨ
ー
ク
の
大
助
祭
で
あ
る
オ
ズ
バ
ー
ト
と
聖
職
者
の
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
の
間
で
係
争
中
の
訴
訟
の
開
始
、
訴
追
、
そ
し
て

結
末
は
、
上
訴
に
よ
っ
て
一
時
停
止
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
実
に
、
そ
し
て
注
意
深
く
、
私
達
は
こ
の
書�
を
吟
味
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
訴
訟
の
全
て
の
事
項
が
同
書�
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
通
り
の
方
法
で
進
行
し
た
と
い
う
こ
と
を
私
達
は
は
っ
き

り
と
証
明
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン]

が
、
前
述
の
よ
う
に
毒
か
、
そ
れ
以
外
の
何
ら
か
の
罪

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
死
に
つ
い
て
、
前
述
の
大
助
祭
を
訴
え
た
と
し
て
も
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア

ン]

は
、
彼

[

大
助
祭]

に
対
す
る
登
録

(����������)
の
制
限
を
引
き
受
け
て
、
教
会
裁
判
官
の
面
前
に
訴
え
る
こ
と
を
拒

・

・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

否
し
ま
し
た
。
ま
た
、
死
去
し
た

[

ヨ
ー
ク]

大
司
教
の
両
親
や
友
人
達
の
う
ち
か
く
も
多
く
の
人
々
の
中
で
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ

・
・
・
・
・

リ
ア
ン]

だ
け
が
立
ち
上
が
り
、
そ
し
て
如
何
な
る
証
言
に
も
基
づ
か
な
い
言
葉
を
発
し
た
際
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン]

は
、

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

論 説
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神
の
教
会
が
こ
の
よ
う
な
証
明
を
決
し
て
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
益
々
安
全
を
期
し
て
、
前
述
の
大
助
祭

・
・

に
対
し
て
熱
い
鉄
板
を

[

運
ぶ
こ
と
を]

申
し
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
審
判

(��������
)

は

[

教
会
の]

ど
の
裁
判
官

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

・

・
・
・

・
・
・
・
・

の
面
前
に
お
い
て
も
適
法
に
遂
行
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
彼
が
気
づ
け
ば
気
づ
く
ほ
ど
益
々
確
信
を
も
っ
て
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・

リ
ア
ン]
は
、
国
王
裁
判
所

(��������������)
に
彼

[

大
助
祭]

を
訴
え
ま
し
た
。
証
明
さ
れ
得
な
か
っ
た
事
柄
に
お
い

・
・
・

・

・
・
・
・
・

・
・

・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・

て
、
裁
判
官
の
心
が
誰
か
に
対
抗
す
る
方
向
へ
動
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
今
述
べ
て
い
る
大
助
祭
の
た
め
に
私
達
は
あ
な

た
様
に
懇
願
を
申
し
述
べ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
彼

[

大
助
祭]

が
あ
な
た
様
の
も
と
で
怒
り
を
被
ら
な
い
た
め
で
す
。
ま
た

彼

[

大
助
祭]

を
大
い
な
る
寛
大
さ
が
…
…

(�)
。

こ
の
書�
で
言
及
さ
れ
て
い
る

｢
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
の
書�｣
と
は
、
直
前
で
考
察
し
た
上
訴
状

(

史
料
Ａ)

の
こ
と
で
あ
る
。

ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
、
オ
ズ
バ
ー
ト
と
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
と
の
間
で
争
わ
れ
て
い
る
訴
訟
の
進
行
に
つ
い
て
は
、
上

訴
状
に
書
か
れ
て
あ
る
通
り
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書�
は
、
上
訴
状
よ
り
も
丁
寧
に
、
訴
訟
の
進
行
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書�
を
読
む
限
り
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
す
る
前
に
、
教
会
裁
判
所
で
手
続
を
進
め
よ
う
と
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

(�)

。
根
拠
と
な
る
の
は
、
書

�
の
後
半
に
お
い
て
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、｢

彼

[

大
助
祭]
に
対
す
る
登
録

(����������)
の
制
限
を
引
き
受
け
て
、
教
会
裁

判
官
の
面
前
に
訴
え
る
こ
と
を
拒
否
し
ま
し
た｣

と
書
か
れ
て
い
る
部
分
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
の
両
親
や
友
人
達
の
中
で
誰
も

立
ち
上
が
ら
な
い
中
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
だ
け
が
立
ち
上
が
り
、｢

そ
し
て
如
何
な
る
証
言
に
も
基
づ
か
な
い
言
葉
を
発
し
た
際
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン]

は
、
神
の
教
会
が
こ
の
よ
う
な
証
明
を
決
し
て
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
益
々
安
全
を
期

し
て
、
前
述
の
大
助
祭
に
対
し
て
熱
い
鉄
板
を

[

運
ぶ
こ
と
を]

申
し
出
ま
し
た｣
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
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推
察
で
き
る
こ
と
を
提
示
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
部
分
に
現
れ
る

｢

登
録｣

と
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
教
会
刑
事
裁
判
手
続
の
中
の
告
訴
手
続
に
お
い
て
、
告
訴
人

に
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
が
審
理
さ
れ
た
時
期
よ
り
も
後
の
時
代
の
教
令
や
公
会
議
決
議
だ
が
、
筆
者
が
か
つ
て
触
れ
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
に
、
一
一
九
九
年
の
教
令

(Ｘ
５�

３�
31)

と
一
二
一
五
年
の
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
第
八
決
議
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

…
…
彼
ら

[

罪
を
犯
し
た
下
位
の
者
達]

に
対
し
て
は
、
公
然
た
る
犯
罪

(����������������)

に
つ
い
て
は
別
に
し
て
、

次
の
三
つ
の
方
法
で
、
訴
訟
が
進
め
ら
れ
得
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
に
対
す
る
告
訴

(���������)
、
告
発

(�����������)

、

そ
し
て
糾
問

(����������)
で
す
。
し
か
し
、
告
訴
の
前
に
は
適
法
な
登
録

(����������)
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
如

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

く
、
告
発
の
前
に
は
慈
悲
深
い
忠
告
が
、
糾
問
の
前
に
は
悪
評
の
告
知
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
、
全
て
の
場
合
に
、
入

・念
な
配
慮
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

(�)
。…
…
。

ま
た
、
一
二
〇
六
年
の
教
令

(Ｘ
５�

１�
17)

と
同
公
会
議
第
八
決
議
に
は
、
次
の
よ
う
書
か
れ
て
い
る
。

…
…
聖
な
る
教
父
達
は
…
…
上
位
の
者
達

[

へ]

の
告
訴

(���������)
は
容
易
に
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
慎
重
に
定
め

ま
し
た
。
虚
偽
の
告
訴

(����������)
だ
け
で
な
く
悪
意
の
告
訴
に
対
し
て
も
そ
れ

[

配
慮]

を
通
じ
て
扉
が
閉
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
の
慎
重
な
配
慮
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
別
に
し
て
。
実
際
、
彼
ら

[
教
父
達]

は
、
上
位
の
者
達
に
対
し
て
は
、
彼
ら

論 説
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が
不
当
に
告
訴
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
を
、
し
か
し
他
方
で
、
彼
ら
が
傲
慢
に
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
用
心
す

る
こ
と
を
欲
し
ま
し
た
。
そ
し
て

[

彼
ら
は]

二
つ
の
病
に
相
応
し
い
治
療
方
法
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
頭
格
減
少

・
・
・
・

(����������������)
、
す
な
わ
ち
身
分
の
剥
奪
に
ま
で
及
ぶ
犯
罪
の
告
訴

(���������)

は
、
予
め
適
法
な
登
録

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・

(����������)
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
決
し
て
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
。

(�)

…
…
。

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
れ
ら
の
教
令
お
よ
び
公
会
議
決
議
は
、
告
訴
手
続
に
お
い
て
、
虚
偽
の
告
訴
や
悪
意
に
よ
る
告
訴
に
よ
っ
て
誰
か
が
不
当
に
告
訴

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
告
訴
人
が

｢

予
め
適
法
な
登
録｣

を
行
な
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
教
会
裁
判
所
に
お
い
て
、
告
発
手

続
は
、
糾
問
手
続
が
一
般
化
す
る
と
さ
れ
る
一
三
世
紀
よ
り
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件

時
の
告
訴
手
続
に
お
い
て
も
、
告
訴
人
た
る
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
に

｢

登
録｣

が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ギ
ル
バ
ー

ト
の
書�
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
こ
の

｢

登
録｣

を

｢

拒
否｣

し
た
。
何
故
彼
が
登
録
を
拒
否
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
告

訴
手
続
に
お
い
て
は
、
告
訴
人
が
証
明
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
二
人
以
上
の
証
人
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

｢

死
去
し
た

[

ヨ
ー
ク]

大
司
教
の
両
親
や
友
人
達
の
う
ち
か
く
も
多
く
の
人
々
の
中
で
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン]

だ
け
が
立
ち
上

が
り｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
が
、
二
人
以
上
の
証
人
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
自

覚
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
告
訴
手
続
に
お
い
て
は
、
告
訴
人
が
証
明
に
失
敗
し
た
場
合
は
、
告
訴
人
が
損
害
賠
償
の

責
め
を
負
っ
た
り
、
誣
告
の
罪
で
訴
え
ら
れ
た
り
、
同
害
刑
に
処
せ
ら
れ
た
り
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
危
険
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(�)

。

次
に
、
書�
に
は

｢

神
の
教
会
が
こ
の
よ
う
な
証
明
を
決
し
て
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど｣

と
書
い
て
あ
る
こ

と
か
ら
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
告
訴
手
続
を
用
い
る
際
に
、
こ
の
手
続
上
求
め
ら
れ
て
い
る
二
人
以
上
の
証
人
を
提
出
で
き
な
い
自
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ら
の
証
明
が
、
教
会
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
予
測
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
シ
ン
フ
ォ

リ
ア
ン
は
、
別
の
手
を
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
書�
に

｢

益
々
安
全
を
期
し
て
、
前
述
の
大
助
祭
に
対
し
て
熱
い

鉄
板
を

[
運
ぶ
こ
と
を]

彼
は
申
し
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
審
判

(��������
)

は

[

教
会
の]

ど
の
裁
判
官
の
面
前
に
お
い

て
も
適
法
に
遂
行
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
彼
が
気
づ
け
ば
気
づ
く
ほ
ど
益
々
確
信
を
も
っ
て
、
彼

[

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン]

は
、
国

王
裁
判
所

(��������������)
に
彼

[

大
助
祭]

を
訴
え
ま
し
た｣

と
あ
る
よ
う
に
、
証
人
を
要
し
な
い
証
明
方
法
で
あ
る
熱
鉄

神
判
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
国
王
裁
判
所
に
、
オ
ズ
バ
ー
ト
を
訴
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裁
判
所
を
変
更
し
た
理
由
は
、
熱
鉄

神
判
は
教
会
裁
判
所
で
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
証
明
方
法
だ
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
知
る
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
書�
の
最
後
で
、
オ
ズ
バ
ー
ト
を
擁
護
し
て
、
こ
の
件
は
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
裁

判
所
で
取
り
扱
わ
れ
る
前
に
、
教
会
裁
判
所
で

｢

証
明
が
な
さ
れ
得
な
か
っ
た
事
柄｣

だ
か
ら
、
教
皇
に
寛
大
さ
を
懇
願
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
は
、
一
一
五
六
年
秋
に
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
宛
書�(
史
料
Ｂ)

の
追
伸
に
お
い
て
、

｢

ヨ
ー
ク
大
助
祭
オ
ズ
バ
ー
ト
は
雪�
に
失
敗
し
ま
し
た
。
誰
か
が
あ
な
た
に
何
か
を
告
げ
て
も
、
信
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い｣ (�)

と
述
べ
て
い
る
が
、
上
訴
状
を
見
る
限
り
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
に
お
い
て
共
同
雪�
宣
誓
者
を
伴
う
雪

�
宣
誓
を
実
行
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ン
が
な
ぜ

｢

雪�
に
失
敗｣

し
た
と
述
べ
て
い
る
の
か
は
、
現

時
点
で
は
、
な
お
、
明
ら
か
で
は
な
い

(�)
。

な
お
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書�
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
問
題
に
し
た
い
。
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第
二
節

悪
評
手
続

悪
評
に
依
拠
し
た
職
権
に
基
づ
く
訴
追

と
悪
評
の
原
因

一

悪
評
手
続

悪
評
に
依
拠
し
た
職
権
に
基
づ
く
訴
追

ギ
ル
バ
ー
ト
の
書�
の
冒
頭
に
は
、｢

訴
訟
が
、
罪
に
あ
た
る
通
報
の
も
と
で
、
息
子
達
の
無
罪
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、
よ
り
特
別
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
何
故
な
ら
、
無
実
の
者
達
の
生
命
と
評
判
と
を
、
彼
ら
の
罪
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
攻
撃

し
、
彼
ら
を
憎
悪
か
ら
生
じ
る
悪
意
に
よ
っ
て
罰
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
者
達
に
よ
る
邪
悪
な
声
と
叫
び
声
は
、
阻
止
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す｣

と
書
か
れ
て
い
る
。
阻
止
さ
れ
る
べ
き

｢

邪
悪
な
声
と
叫
び
声｣

は
、
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
告
訴
や
悪
意
な
い
し

虚
偽
の
悪
評
を
指
し
、
裁
判
官
に
対
す
る

｢

罪
に
あ
た
る
通
報｣

は
、
そ
う
し
た
告
訴
や
悪
評
に
よ
る

｢

通
報｣

を
意
味
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
書�
の
冒
頭
に
お
い
て
、
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
告
訴
や
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
悪
評
に
対
し
て

特
に
注
意
す
る
よ
う
、
裁
判
官
に
促
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
し
た
が
っ
て
、
冒
頭
の
こ
の
注
意
喚
起

に
続
く
文
章
で
、
オ
ズ
バ
ー
ト
を
、
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
告
訴
や
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
悪
評
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
無
実
の
者

で
あ
る
と
書
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
と
、
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
告
訴
、
或
い
は
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
悪
評
と
、
オ
ズ
バ
ー
ト
と
は
、

ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
と
、
悪
意
な
い
し
虚
偽
の
悪
評
と
、
オ
ズ
バ
ー

ト
と
を
結
び
つ
け
る
興
味
深
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
史
料
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
バ
ラ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
一
二
世
紀
末
に
書
い
た
歴
史

書

(

史
料
Ｄ)

で
あ
る
。
こ
の
歴
史
書
の
中
で
、
彼
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
が
死
去
し
た
頃
に
ヨ
ー
ク
の
聖
堂
参
事
会
員
で
、
大
司
教
の

家
人
で
も
あ
っ
た
人
物
か
ら
聴
き
取
っ
た
話
を
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
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…
…
彼

[

ヨ
ー
ク
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム]

は
、
聖
霊
降
臨
祭
か
ら�
か
数
日
が
経
っ
た
頃
、
熱
に
襲
わ
れ
、
そ
の
命
を
奪
わ
れ
る
。

極
め
て
優
し
き
司
祭
の
死
に
よ
っ
て
、
聖
職
者
の
間
に
も
俗
人
の
間
に
も
、
大
き
な
悲
し
み
が
残
っ
た
。
突
然
の
大
司
教
の
死
の

故
に
、
彼
が
毒
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼

[

大
司
教]

の
敵
対
者
か

ら
遣
わ
さ
れ
た
誰
か
に
よ
っ
て
、
或
い
は
彼
ら

[

敵
対
者]

の
た
め
に
行
動
す
る
者
達
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
聖
杯
か
ら

口
に

す
る
の
も
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
が

死
を
も
た
ら
す
飲
み
物
を
、
命
の
飲
み
物
と
共
に
彼

[

大
司
教]

は
飲
み
干
し
た
の
だ
と
、
彼

ら

[

多
く
の
人
々]
は
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
或
る
人
々
の
単
な
る
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
厚
か

ま
し
く
も
、
そ
の
人
々
は
、
そ
の
見
方
を
、
ま
る
で
明
白
な
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
々
の
間
に
広
め
た
。
つ
い
に
私
は
、
こ

の
風
評
が
広
ま
っ
た
時
か
ら
幾
ら
か
経
っ
た
後
、
偉
大
な
老
齢
の
人
物
で
、
今
は
病
気
で
死
の
間
際
に
あ
る
リ
ヴ
ォ
ー
修
道
院
の

修
道
士
で
あ
る
が
、
当
時
は
ヨ
ー
ク
教
会
の
聖
堂
参
事
会
員
で
、
記
憶
に
あ
る
大
司
教
の
家
人
だ
っ
た
人
物
が
、
宣
誓
の
上
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。
彼
は
、
次
の
よ
う
に
決
然
と
答
え
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
誰
か
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
見
方
に
基
づ
く
甚
だ
し
い
虚
偽
の
作
り
話
で
あ
る
と
、
そ
の
犯
行
が
試
み
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
時
、
彼
は
実

際
そ
の
場
に
居
て
大
司
教
を
補
佐
し
て
い
た
と
、
そ
し
て
、
最
も
信
頼
で
き
る
取
り
巻
き
達
の
中
の
悪
意
の
あ
る
誰
か
が
、
何
ら

か
の
方
法
で
、
そ
の
よ
う
な
大
そ
れ
た
こ
と
に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と

(�)
。
…
…
。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
の
死
に
関
し
て

｢

虚
偽
の｣
悪
評
が
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
ノ
ウ
ル
ズ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

虚
偽
の｣

悪
評
を
立
て
て
い
る
張
本
人
が
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
で
あ
る
と
も
、｢

虚
偽
の｣

悪

評
を
立
て
ら
れ
て
い
る
人
物
が
オ
ズ
バ
ー
ト
で
あ
る
と
も
、
こ
の
歴
史
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い

(�)
。
し
か
し
、
誰
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、

オ
ズ
バ
ー
ト
が
、｢

虚
偽
の｣

悪
評
を
立
て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
人
物
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
前
述
の
ギ
ル
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バ
ー
ト
の
書�
冒
頭
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
上
訴
状
の
記
述
の
内
容
も
、
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

上
訴
状
中
に
は
、｢

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
法
と
カ
ノ
ン
の
精
緻
に
従
っ
て
告
訴
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
聖

な
る
カ
ノ
ン
を
吟
味
し
て
…
…
そ
の
話
は
全
島
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
…
…
雪�
宣
誓
を
私
達
は
通
告
し
ま
し
た｣

と
書

か
れ
て
い
る
。｢
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
法
と
カ
ノ
ン
の
精
緻
に
従
っ
て
告
訴
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で｣

と
い
う

表
現
は
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
が
、
カ
ノ
ン
法
に
の
っ
と
っ
た
告
訴
手
続
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま

え
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
が
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
裁
判
所
で
訴
え
を
提
起
す
る
前
に
、
教
会
裁
判
所
に

告
訴
し
た
際
、
告
訴
手
続
の
登
録
を
拒
否
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
考
え
れ
ば
、
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
の
裁
判
所
に
お
い
て
も
、

シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
告
訴
手
続
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
し
て
も
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
推
察
で
き

る
な
ら
、
告
訴
人
が
い
な
い
の
に
、
大
司
教
裁
判
所
に
お
い
て
訴
訟
手
続
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
上
訴
状
に
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
訴
訟
は
、
悪
評
に
依
拠
し
な
が
ら
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
が
職
権
に
基
づ
い
て
訴
追
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開

始
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
二
世
紀
の

『

グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
教
令
集』

だ
け
で
な
く
、
カ
ノ

ン
法
的
著
作
等
の
中
で
も
、
悪
評
に
依
拠
し
た
職
権
に
基
づ
く
訴
追
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
手
続
、
い
わ
ゆ
る
悪
評
手
続
が
論
じ
ら
れ

て
お
り

(�)

、
そ
れ
ら
の
教
令
集
や
カ
ノ
ン
法
的
著
作
等
を
吟
味
し
て

(

つ
ま
り

｢

聖
な
る
カ
ノ
ン
を
吟
味
し
て｣)

、
そ
し
て
悪
評
に
依
拠

し
て

(

つ
ま
り

｢

そ
の
話
は
全
島
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で｣)

、
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
が
職
権
に
基
づ
い
て
訴
追
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
も
、
こ
の
事
件
を
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
悪
評
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
訴
訟
の
一
つ

だ
と
紹
介
し
て
い
る

(�)

。

と
こ
ろ
で
、
オ
ズ
バ
ー
ト
に
は
、
悪
評
を
立
て
ら
れ
る
原
因
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
得
る
ヨ
ー
ク

大
司
教
位
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
、
以
下
で
は
、
簡
単
に
概
観
し
て
お
き
た
い

(�)
。
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二

悪
評
の
原
因

ヨ
ー
ク
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
在
位
期
間
を
確
認
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
彼
に
は
、
一
一
五
三
年
か
ら
死
去
す
る
ま
で
の
間
だ
け

で
な
く
、
そ
の
前
の
数
年
間
に
も
、
大
司
教
だ
っ
た
期
間
が
あ
る
。
彼
は
、
一
一
四
一
年
一
月
に
大
司
教
と
し
て
選
出
さ
れ
、
一
一
四

三
年
に
聖
別
を
受
け
、
そ
し
て
一
一
四
七
年
に
廃
位
さ
れ
て
い
る
。

一
一
四
一
年
の
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
に
先
立
つ
一
一
四
〇
年
二
月
に
、
前
任
の
ヨ
ー
ク
大
司
教
サ
ー
ス
タ
ン

(

在
位
一
一
一
四－

四

〇
年)

が
死
去
す
る
と
、
次
の
大
司
教
を
誰
に
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
た
。
最
終
的
に
は
、
国
王
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
推
す
候

補
者
が
大
司
教
に
選
ば
れ
た
。
当
時
ヨ
ー
ク
の
宝
物
係
だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
選
挙

の
後
も
争
い
は
続
き
、
大
司
教
選
挙
を
め
ぐ
る
問
題
は
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世

(

在
位
一
一
三
〇－

四
三
年)

の
面
前
で
審

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(

以
下
、
こ
の
事
件
を
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
事
件
と
呼
ぶ)

。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
選
出
に
反
対
す
る
人
々
は
、
一

一
四
二
年
春
に
教
皇
庁
へ
使
節
を
派
遣
し
、
そ
の
後
の
一
一
四
三
年
三
月
七
日
に
は
、
教
皇
庁
に
上
訴
す
る
。
教
皇
の
面
前
に
現
れ
た

の
は
、
ヨ
ー
ク
の
大
助
祭
ウ
ォ
ル
タ
ー
と
聖
歌
隊
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
加
え
、
リ
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
修
道

院
長
リ
チ
ャ
ー
ド
、
キ
ル
ク
ハ
ム
修
道
院
長
ワ
ル
デ
フ
、
ギ
ス
バ
ラ
修
道
院
長
カ
ス
バ
ー
ド
と
い
っ
た
ヨ
ー
ク
司
教
管
区
内
の
修
道
院

長
達
で
あ
る

(�)

。
被
告
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
も
出
廷
し
て
い
る
。

上
訴
人
達
は
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
面
前
で
、
宝
物
係
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
、
三
つ
の
罪
、
す
な
わ
ち
、
不
貞
、
シ
モ
ニ
ア
、

そ
し
て

[

大
司
教
職
の]

不
法
占
有
の
廉
で
、
訴
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(�)
。
結
局
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
審
理
は
、
教
皇
受
任
裁
判

官
任
命
書
に
基
づ
い
て
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
皇
特
使
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
司
教
ヘ
ン
リ

(

在
位
一
一
二
九－

七
一
年)

と
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
ロ
バ
ー
ト

(

在
位
一
一
三
一－

四
八
年)
と
に
委
任
さ
れ
た

(�)
。
一
一
四
三
年
九
月
に
ウ
ィ
ン
チ
ェ

ス
タ
で
開
か
れ
た
教
皇
受
任
裁
判
に
お
い
て
勝
訴
し
た
宝
物
係
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
一
一
四
三
年
九
月
二
六
日
に
、
教
皇
特
使
で
あ
っ
た
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ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
司
教
ヘ
ン
リ
か
ら
聖
別
を
受
け
る
。
し
か
し
、
裁
治
権
の
象
徴
で
あ
る
パ
リ
ウ
ム
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
教
皇
か
ら
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
は
、
一
一
四
三
年
九
月
二
四
日
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
死
去
し
た
後
、
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世

(

在
位
一
一
四
三－

四
四
年)

、
ル
キ
ウ
ス
二
世

(

在
位
一
一
四
四－

四
五
年)

と
在
位
期
間
の
短
い
教
皇
が
続
く
間
も
同
じ
だ
っ
た
。

次
の
教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世

(

在
位
一
一
四
五－

五
三
年)

は
、
し
か
し
、
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
職
停
職
処

分
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
、
改
め
て
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
を
行
な
う
よ
う
命
じ
た
。
そ
し
て
、
一
一
四
七
年
七
月
二
四
日
の
選

挙
で
、
ダ
ラ
ム
司
教
等
が
推
す
ヘ
ン
リ
・
マ
ー
ダ
ッ
ク
が
大
司
教
と
し
て
選
出
さ
れ
る
と

(

在
位
一
一
四
七－

五
三
年) (�)

、
一
一
四
八

年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
ラ
ン
ス
教
会
会
議
に
お
い
て
、
大
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
正
式
に
廃
位
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
一
五
三
年
に
、
ヨ
ー

ク
大
司
教
ヘ
ン
リ
・
マ
ー
ダ
ッ
ク
は
死
去
す
る

(�)
。

こ
れ
を
受
け
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
は
、
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
後
、
一
一
五
四
年
五
月
に
パ
リ
ウ
ム
を
携
え
て
ヨ
ー

ク
司
教
区
に
戻
り
、
大
司
教
の
地
位
を
回
復
す
る
。
そ
の
際
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
、
そ
こ
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
選
出
さ

れ
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い

(�)
。

さ
て
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は

(�)
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
サ
ー
ス
タ
ン
の
甥
で
あ
り
、
一
一
二
一
年
な
い
し
一
一
二
八
年
頃
か
ら
ヨ
ー
ク
の
大
助
祭

と
し
て
確
認
で
き
る
人
物
で
あ
る
。
一
一
四
一
年
の
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
の
際
に
は
、
ヨ
ー
ク
の
大
助
祭
ウ
ォ
ル
タ
ー
ら
と
と
と
も
に
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
の
選
出
に
反
対
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
一
一
五
四
年
に
ウ
ィ
リ
ア

ム
が
ヨ
ー
ク
大
司
教
の
地
位
を
回
復
し
た
際
も
、
こ
の
時
に
教
皇
特
使
だ
っ
た
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
に
対
し
て
ウ
ィ
リ
ア

ム
を
訴
え
、
反
対
の
態
度
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
訴
え
の
結
果
が
出
る
前
の
六
月
八
日
に
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
ウ
ィ

リ
ア
ム
は
死
去
し
た
。
こ
の
た
め
、
オ
ズ
バ
ー
ト
達
は
、
直
ち
に
ロ
ジ
ャ
ー
を
次
の
ヨ
ー
ク
大
司
教
と
し
て
選
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ロ
ジ
ャ
ー
が
ヨ
ー
ク
大
司
教
と
し
て
聖
別
さ
れ
た
の
は
、
一
一
五
四
年
一
〇
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
オ
ズ
バ
ー
ト
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が
毒
殺
の
廉
で
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
一
一
五
六
年
に
上
訴
状
が
書
か
れ
る
ま
で
の
間
に
、
シ

ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
彼
を
、
教
会
裁
判
所
へ
訴
え
、
国
王
裁
判
所
へ
訴
え
、
そ
し
て
大
司
教
裁
判
所
に
訴
え
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
支
持
者
達
に
よ
っ
て
悪
評
を
立
て
ら
れ
る
原
因
が
オ
ズ
バ
ー
ト
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
の
中
に
、
オ
ズ
バ
ー

ト
が
、
一
一
四
一
年
の
大
司
教
選
挙
時
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
選
出
に
反
対
し
た
こ
と
、
一
一
五
四
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
大
司
教
位
回
復
時

に
訴
訟
を
提
起
し
た
こ
と
、
そ
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
死
後
に
は
次
期
大
司
教
の
選
出
に
迅
速
に
対
応
し
た
こ
と
が
、
数
え
上
げ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

第
三
節

悪
評
手
続

雪�
宣
誓
に
よ
る
証
明

と
雪�
宣
誓
の
効
果

一

悪
評
手
続

雪�
宣
誓
に
よ
る
証
明

ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
は
、
悪
評
に
依
拠
し
て
職
権
に
基
づ
く
訴
追
に
よ
っ
て
訴
訟

を
開
始
し
た
後
、
審
理
段
階
に
お
い
て
は
、
雪�
宣
誓
を
証
明
方
法
と
し
て
用
い
て
い
る
。
上
訴
状
に

｢

前
述
の
大
助
祭
に
対
し
て
、

三
人
の
大
助
祭
の
手
に
よ
る

そ
し
て
彼
ら
に
そ
の
他
の
四
人
の
助
祭
を
加
え
て

雪�
宣
誓
を
私
達
は
通
告
し
ま
し
た｣

と
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
手
続
に
関
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
職
権
に
基
づ
く
訴
追
に
続

く
証
明
方
法
が
、
糾
問

(

ま
た
は
特
別
糾
問)

で
は
な
く
、
雪�
宣
誓
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
糾
問
手
続
は
、
悪
評
手
続
と
同
様
に
、

悪
評
に
依
拠
し
た
職
権
に
基
づ
く
訴
追
に
よ
っ
て
訴
訟
が
開
始
さ
れ
得
る
手
続
だ
が
、
悪
評
手
続
と
は
異
な
り
、
証
明
方
法
に
は
、
雪

�
宣
誓
で
は
な
く
、
悪
評
が
あ
る
犯
罪
の
実
体
的
事
実
に
つ
い
て
宣
誓
の
上
で
証
人
に
証
言
さ
せ
る
と
い
う
糾
問

(

特
別
糾
問)

が
用

い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
を
審
理
す
る
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
裁
判
所
に
お
い
て
、
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オ
ズ
バ
ー
ト
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
訴
訟
手
続
は
、
糾
問
手
続
で
は
な
く
、
悪
評
手
続
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
は
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

悪
評
手
続
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
と
も
関
係
す
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
事
件
に
お
い
て
も
ま
た
、
用
い
ら
れ
て
い
る

(�)

。
ヨ
ー

ク
大
司
教
選
挙
事
件
で
は
、
教
皇
受
任
裁
判
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
発
せ
ら
れ
た
一
一
四
三
年
三
月
の
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
司

教
ヘ
ン
リ
宛
の
教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書
に
は
、
冒
頭
の
挨
拶
文
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

私
は
、
以
下
の
こ
と
が
あ
な
た
の
兄
弟
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ク
教
会
の
聖
職
者
達
の
間
で
長
く
問

題
に
さ
れ
て
い
る
選
挙
の
不
一
致
の
た
め
に
私
達
の
面
前
に
赴
い
た
彼
ら

[

ヨ
ー
ク
教
会
の
聖
職
者
達]

を
慎
重
に
私
達
は
審
理

し
、
両
当
事
者
の
説
明
と
証
人
と
を
、
私
達
の
兄
弟

[

枢
機�]
と
共
に
吟
味
し
ま
し
た
。
大
助
祭
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、[

ヨ
ー
ク

大
司
教
に
選
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の]

宝
物
係
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
選
挙
が

[

不
法]

侵
入
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
私
達
の

面
前
で
生
の
声
に
よ
っ
て
主
張
し
、
こ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
べ
く
二
人
の
証
人
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
証
人
達
は
、
次
の
よ

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・

う
に
主
張
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ク
伯
を
通
じ
て
、
親
愛
な
る
私
達
の
息
子
で
あ
り
、
あ
な
た
の
兄
弟
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ

・
・
・
・
・
・
・
・

ン
ド
人
の
国
王
Ｓ

[

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン]

が
聖
堂
参
事
会
長

[

セ
ン
ト
バ
ー
バ
ラ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
。
後
の
ダ
ラ
ム
司
教]

に
対
し
て
、

彼
ら

[

ヨ
ー
ク
教
会
の
聖
職
者
達]

が
、
宝
物
係
Ｇ

[
ウ
ィ
リ
ア
ム]

を
大
司
教
に
受
け
入
れ
る
よ
う
命
じ
た
の
だ
と
。
前
述
の

伯
が
前
述
の
言
葉
を
王
の
側
に
立
っ
て
聖
堂
参
事
会
長

[

ウ
ィ
リ
ア
ム]

に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
聖
な
る
教
父
の
教
え
と

教
会
の
慣
習
と
に
従
っ
て
、
彼
ら

[

証
人
達]

が
私
達
の
兄
弟
達
に
よ
っ
て
慎
重
に
吟
味
さ
れ
た
時
、[

証
人
に
よ
る
証
言
の]

・
・
・
・
・
・
・
・

不
一
致
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
証
言
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
、
私
達
と
私

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

達
の
兄
弟
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
司
教
の
選
挙
は
、
聖
な
る
教
父
達
の
定
め
に
従
っ
て
、
自
由
で
、
か
つ
世
俗

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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権
力
の
如
何
な
る
支
配
も
な
く
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
私
達
の
兄
弟
達
の
共
通
の
協
議
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
私
達
は
判
断
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
聖
堂
参
事
会
長

[

ウ
ィ
リ
ア
ム]

が
、
そ
の
教
会
に
相
応
し
い
二
人
か
三
人

の
人
物
と
共
に
、
聖
な
る
福
音
書
に
手
を
置
い
て
、｢

前
述
の

[

宝
物
係]

ウ
ィ
リ
ア
ム
が
特
別
な
命
令
書
や
指
名
に
よ
る
こ
と

な
し
に
、
参
事
会
の
よ
り
良
い
、
そ
し
て
よ
り
健
全
な
部
分
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た｣

と
宣
誓
す
る
な
ら
、
そ
の
選
挙
は
独
自
の
効

力
を
持
つ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
地
の
誰
か
教
会
人
達
が
、
私
達
の
面
前
で
生
の
声
で

｢

そ
の
管
区
に
お
い
て
、
彼

[

宝
物
係
ウ
ィ

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・

リ
ア
ム]

の
好
色
や
不
貞
に
つ
い
て
の
評
判
が
悪
く
、
彼

[

宝
物
係
ウ
ィ
リ
ア
ム]

の
選
挙
が
シ
モ
ニ
ア
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た｣

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
主
張
し
た
た
め
に
、
誰
か
が
、
彼
に
対
し
て
刑
事
的
に
訴
え
る
こ
と
を
欲
し
た
な
ら
、
彼
は
、
審
理
さ
れ
、
カ
ノ
ン
法
の
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
し
。
さ
ら
に
、
し
か
し
、
彼
の
位
階
に
属
す
る
四
人
の
誠
実
な
者
達
と
共
に
で
あ
れ
ば
、
シ
モ
ニ
ア
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

不
貞
に
つ
い
て
、
聖
な
る
福
音
書
に
手
を
置
い
て
、
可
能
な
ら
、
彼

[

宝
物
係
ウ
ィ
リ
ア
ム]

が
雪�
す
べ
し
。
そ
し
て
、
そ
れ

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

ら
の
方
向
で
、
私
達
の
任
務
を
あ
な
た
が
負
う
の
で
す
か
ら
、
私
達
は
あ
な
た
に
対
し
て
こ
の
書�
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
明
示

し
、
か
つ
指
示
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
と
共
に
、
尊
敬
す
べ
き
私
達
の
兄
弟
た
る
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
司
教
Ｒ

[

リ
チ
ャ
ー
ド]

と
そ
の
他
の
そ
の
地
の
教
会
人
が
指
名
さ
れ
た
の
で
、
ま
さ
に
こ
の
事
件
を
、
前
述
の
進
行
に
従
っ
て
、
適
切
な
場
所
と
日
時
に
、

上
訴
の
言
い
逃
れ
を
許
す
こ
と
な
く
、
解
決
す
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
。
し
か
し
も
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
側

に
よ
っ
て
前
述
の
こ
と
が
満
た
さ
れ
た
な
ら
、
求
め
ら
れ
た
聖
霊
の
恵
み
に
よ
り
、
彼
自
身
を
昇
進
さ
せ
、
そ
の
教
会
の
司
教
職

に
聖
別
す
る
こ
と
を
あ
な
た
方
が
執
り
行
な
う
べ
し

(�)
。

こ
の
任
命
書
の
記
述
か
ら
、
証
明
方
法
に
関
し
て
分
か
る
の
は
、
第
一
に
、
ヨ
ー
ク
伯
と
ヨ
ー
ク
の
聖
堂
参
事
会
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
を

通
し
て
国
王
が
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
に
介
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
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二
人
の
証
人
に
よ
る
証
明
の
試
み
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
証
人
の
証
言
に
は
矛
盾
が
あ
っ
た
た
め
、

｢
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
証
言
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い｣

と
判
断
さ
れ
、
第
二
に
、
こ
の
二
人
の
証
人
を
用
い
た

証
明
に
代
わ
る
証
明
方
法
が
二
つ
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
証
明
方
法
の
一
つ
は
、
ヨ
ー
ク
の
聖
堂
参
事
会
長
に
よ
る
宣

誓
で
あ
る
。
彼
が
、
自
由
な
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
宣
誓
す
る
な
ら
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
は
有
効
だ
と
い
う
判
決
に
な
る
。
し

か
し
、
ヨ
ー
ク
の
聖
堂
参
事
会
長
に
よ
る
宣
誓
が
な
い
場
合
、
も
う
一
つ
の
証
明
方
法
と
し
て
、
被
告
た
る
宝
物
係
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
好

色
、
不
貞
、
そ
し
て
シ
モ
ニ
ア
に
つ
い
て
の
悪
評
が
あ
る
な
ら
、
四
人
の
共
同
雪�
宣
誓
者
と
共
に
被
告
が
行
な
う
雪�
宣
誓
が
、
許

さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
二
人
の
証
人
に
よ
る
証
言
の
不
一
致
を
補
う
聖
堂
参
事
会
長
の
証
言

(

宣
誓)

に
よ
る
証
明
を
用
い
る
告

訴
手
続
か
、
被
告
が
共
同
雪�
宣
誓
者
と
共
に
行
な
う
雪�
宣
誓
を
用
い
る
悪
評
手
続
か
、
い
ず
れ
か
の
手
続
を
用
い
る
こ
と
が
、
こ

の
任
命
書
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
後
者
の
場
合
に
は
、
職
権
に
基
づ
く
訴
追
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書
に
は
、
教
皇
受
任
裁
判
で
用
い
る
べ
き
訴
訟
手
続
お
よ
び
証
明
方
法
に
つ
い
て
の
選

択
肢
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
訴
訟
手
続
お
よ
び
証
明
方
法
の
中
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
悪
評
に
依
拠
し
な
が
ら
職
権
に
基
づ
い
て
訴
追
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
、
証
明
方
法
と
し
て
、
糾
問

(

特
別
糾
問)

が
選
択

肢
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
は
、

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
状
況
は
、
一
二
世
紀
後
半
の
一
定
の
時
期
ま
で
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
せ
る
史
料
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
前
述

の
二
つ
の
事
件
と
は
全
く
関
係
な
い
が
、
一
一
六
四
年
九
月
か
ら
一
一
八
一
年
八
月
三
〇
日
の
間
に
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
と
ウ
ス
タ
ー
司

教
に
宛
て
ら
れ
た
教
皇
書�
の
中
に
は
、
サ
ラ
セ
ン
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
殺
害
し
た
と
い
う
悪
評
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
Ｇ
と
い
う
聖
職
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者
に
、
カ
ノ
ン
法
的
雪�
宣
誓
を
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
糾
問

(

特
別
糾
問)

に
は
言
及
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
教
皇
書�
に
書
か
れ
て
い
る
宛
名
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
教
令
集������������������

の
中
で
は
ト
レ
ド
大
司
教
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
教
皇
書�
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
作
成
さ
れ
た
教
令
集
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
関
係
の
あ
る
教
令
集
に
も
収
録

さ
れ
て
お
り
、
未
公
刊
の
よ
り
古
い
教
令
集
に
収
録
さ
れ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
宛
名
が
ロ
ン
ド
ン
司
教
と
ウ
ス
タ
ー
司
教
に
な
っ

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

(�)
。
公
刊
さ
れ
て
い
る
前
述
の
教
令
集
で
は
、
第
四
二
章
の

｢

無
実
の
罪
を
雪
ぐ
べ
く
課
さ
れ
る
雪�
に
つ
い
て

(�����������������������������������������������)｣
の
第
五
法
文
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

同

[

教
皇
ル
キ
ウ
ス
三
世
の]
ト
レ
ド
大
司
教
宛
。
私
達
に
対
し
て
次
の
こ
と
が
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
ラ
セ
ン
の

Ｗ
と
聖
職
者
の
Ｇ
と
の
間
で
訴
訟
が
始
め
ら
れ
た
時
、
前
述
の
Ｇ
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
証
言
を
集
め
て
、
自
分
の
命
に
関
す

る
陰
謀
が
企
て
ら
れ
る
よ
う
彼

[

Ｗ]
は
力
を
注
い
で
い
た
と
、
決
め
て
か
か
っ
て
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
Ｗ
が
、

同
年
に
、
手
ひ
ど
く
傷
を
負
わ
さ
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
同
Ｇ
が
、
彼
の
死
亡
と
傷
害
と
の
原
因
で
あ
る
と
、
少
な
か
ら

ぬ
人
々
が
信
じ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
同
Ｇ
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
悪
評
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
の
で
、
私
達
は
、
無
実

の
者
達
が
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
或
い
は
罪
あ
る
者
達
が
罰
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
注
意
す
る

こ
と
を
欲
し
つ
つ
…
…
も
し
前
述
の
Ｇ
が
、
あ
な
た
の
面
前
で
、
そ
の
後
、
適
法
な
人
々
を
通
じ
て
適
法
に
有
罪
に
さ
れ
得
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
な
ら
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
彼

[

Ｇ]
が
公
の
悪
評
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
の
な
ら
…
…
あ
な
た

は
、
彼

[

Ｇ]

に
、
カ
ノ
ン
法
的
雪�
宣
誓
を
課
す
べ
き
で
す
。
そ
れ

[
カ
ノ
ン
法
的
雪�
宣
誓]

に
彼
が
も
し
失
敗
し
た
な
ら
、

或
い
は
、
そ
の
後
、
あ
な
た
の
面
前
で
裁
判
の
命
令
よ
っ
て
彼
が
有
罪
に
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
彼
に
対
し
て
…
…
祭
壇
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の
職
務
を
永
久
に
停
止
し
、
あ
な
た
の
権
威
に
よ
っ
て
教
会
の
聖
職
禄
を
彼
か
ら
奪
う
べ
き
で
す

(�)

。

以
上
か
ら
、
一
二
世
紀
後
半
の
一
定
の
時
期
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
は
ま
だ
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
悪
評
に
依
拠
し
な
が
ら
職
権
に
基
づ
く
訴
追
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
訴
訟
に
お
い
て
も
、
証
明
方
法

と
し
て
は
、
当
然
に
、
雪�
宣
誓
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
一
六
六
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
に
よ
っ
て
起
訴
陪
審
制
が
成
立
し
た
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
裁
判
所
に
お
け

る
カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
の
利
用
状
況
を
、
起
訴
陪
審
制
成
立
の
要
因
を
解
明
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
か
つ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

(�)

。

そ
の
際
に
、
一
一
六
四
年
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
悪
評
に
依
拠
し
な
が
ら
職
権
に
基
づ
い
て
訴
追
す
る

手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
悪
評
に
依
拠
し
な
が
ら
訴
追
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
官
が

｢

公
の
風
評
の
訴

追
者｣

を
兼
ね
る
と
い
う
裁
判
官
の
特
徴
が
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
訴
追
の
後
、
糾
問

(

特
別
糾
問)

を
通
じ
て
犯
罪
の
実
体
的
事
実
を
探
究
す
る
と
い
う
証
明
方
法
が
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
今
後

検
討
を
要
す
る
問
題
だ
と
述
べ
て
お
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
の
検
討
の
結
果
、
起
訴
陪
審
制
が
成
立
し
た
時
期
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
証
明
方
法
は
ま
だ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
知
ら
れ
て
い
た
手
続
は
、
あ
く
ま
で
悪
評
手
続
で
あ
り
、

カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二

雪�
宣
誓
の
効
果

ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
結
末

オ
ズ
バ
ー
ト
が
ヨ
ー
ク
大
司
教
を
毒
殺
し
た
廉
で
訴
え
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
の
判
決
を
伝
え
る
史
料
は
、
伝
来
し
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
前
述
し
た
通
り
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
正
確
な
結
末
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
聖
職
剥
奪
さ
れ
、
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俗
人
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
と
の
従
来
の
研
究
に
よ
る
指
摘
は
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
世
俗
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
て
生
命
刑

に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
教
会
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
て
聖
職
を
剥
奪
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た

(�)
。

そ
の
よ
う
な
推
察
が
可
能
で
あ
る
一
方
で
、
本
稿
に
お
け
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
再
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
す
な

わ
ち
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が

｢

虚
偽
の｣

悪
評
に
基
づ
い
て
訴
え
ら
れ
続
け
て
い
る
と
見
な
せ
る
な
ら
、
別
の
見
方
も
排
除
で
き
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
別
の
見
方
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
一
一
七
五
年
頃
か
ら
一
一
八
〇
年
の
間
の
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世

(

在
位
一
一
五
九－

八
九
年)
に
よ
る
教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書

(

史
料
Ｅ)

で
あ
る

(�)

。
オ
ズ
バ
ー
ト
の
大
助
祭
職
剥
奪
に
関
す
る
審

理
を
委
任
し
て
い
る
本
任
命
書
の
内
容
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
う
ち
、
主
な
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
面
前
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
自
分
は
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
面
前

で
雪�
宣
誓
を
行
な
い

[

お
そ
ら
く
雪�
宣
誓
に
成
功
し
て
、
無
罪
宣
告
を
受
け]

、
そ
の
宣
誓
に
関
す
る
教
皇
書�[

証
明
書]

を

得
た
。
ヨ
ー
ク
大
司
教

[

ロ
ジ
ャ
ー]

は
、
そ
の
書�
を
受
け
取
る
こ
と
も
、
そ
の
内
容
を
聞
く
こ
と
も
拒
否
し
、
オ
ズ
バ
ー
ト
を
破

門
し
た
。
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
ヨ
ー
ク
教
会
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
書�
の
内
容
を
述
べ
た
も
の
の
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
は
書�
を
実
際
に

見
る
ま
で
は
そ
の
内
容
を
信
じ
な
い
と
主
張
し
た
た
め
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
ヨ
ー
ク
大
司
教
の
使
節
に
書�
を
託
し
た
。
し
か
し
書�
は

オ
ズ
バ
ー
ト
に
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は

｢

有
罪
判
決
も
な
く
自
白
も
し
て
い
な
い
の
に
破
門
さ
れ

(���������������������������������������������������������������)｣
、｢

大
助
祭
職
を
剥
奪
さ

れ
た(������������������������)｣
。
他
方
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
は
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
自
発
的
に
大
助
祭
職
を
辞
し
た
の
だ
と

主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
自
分
は
自
発
的
に
辞
職
し
て
は
い
な
い
と
述
べ
た
。
そ
の
た
め
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン

デ
ル
三
世
は
、
オ
ズ
バ
ー
ト
の
主
張
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
の
審
理
を
、
教
皇
受
任
裁
判
官
に
委
ね
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ク
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大
司
教
に
忠
告
を
す
る
よ
う
、
次
に
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
が
忠
告
に
従
わ
な
い
な
ら
、｢

事
の
真
実
を
慎
重
に
審
問
す
る
よ
う

(���
�����������������������������)｣

命
じ
、｢

適
法
な
証
明

(������������������)｣

が
あ
れ
ば
大
助
祭
職
を
オ
ズ
バ
ー
ト

に
回
復
さ
せ
る
よ
う
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
証
明
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
を
放
免
す
る
よ
う
、
或
い
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
が
、

本
人
か
代
理
か
に
よ
り
、
出
頭
し
な
い
な
ら
、
オ
ズ
バ
ー
ト
に
大
助
祭
職
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
。

オ
ズ
バ
ー
ト
の
大
助
祭
職
剥
奪
を
め
ぐ
る
事
件
に
関
す
る
教
皇
受
任
裁
判
の
判
決
は
現
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
教
皇
受
任

裁
判
官
任
命
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
オ
ズ
バ
ー
ト
の
主
張
の
真
偽
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
稿
に
お

け
る
再
検
討
の
結
果
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が

｢

虚
偽
の｣

悪
評
か
ら
訴
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、

そ
し
て
、
大
助
祭
職
剥
奪
の
経
緯
に
関
し
て
も
オ
ズ
バ
ー
ト
に
よ
る
主
張
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
ヨ
ー
ク

大
司
教
毒
殺
事
件
に
つ
い
て
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
面
前
で
雪�
宣
誓
に
成
功
し
て
お
り
、
大
助
祭
職
は
ヨ
ー
ク
大
司
教
に
よ
っ

て
判
決
に
も
自
白
に
も
よ
ら
ず
に
剥
奪
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
教
会
裁
判
所
に
お
い
て

有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
聖
職
を
剥
奪
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
た
と
え
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
面
前
で
の
雪�
宣
誓
に
成
功
し
て
い
た
と
し
て
も
、
悪
評
を
知

る
ブ
リ
テ
ン
島
の
ヨ
ー
ク
大
司
教
管
区
で
は
、
教
皇
庁
で
の
結
果
は
、
容
易
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
も
推
察
で
き

る
。
雪�
宣
誓
は
、
悪
評
が
生
じ
て
い
る
場
所
で
成
功
し
て
こ
そ
、
評
判
を
回
復
し
得
る
効
果
を
持
ち
得
た
と
い
え
よ
う

(�)

。
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お
わ
り
に

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
事
件
の
文
脈
で
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、｢

王
国
の

慣
習｣

と
し
て
の
一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
三
条
や
聖
職
者
の
特
権
と
の
関
係
で
言
及
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、

オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
聖
職
者
の
特
権
を
主
張
し
て
世
俗
裁
判
権
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
犯
罪
者
と
み
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
会
裁
判
手
続
や
国
王
裁
判
手
続
の
証
拠
方
法
に
注
目
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
に
関
す
る
現
存
史

料
を
再
検
討
し
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
事
件
か
ら
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
、
そ
し
て
大
助
祭
職
剥
奪
事
件
ま
で
の
経
過
を
吟
味
し

直
し
た
結
果
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
新
た
な
像
に
結
び
つ
く
点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
示
す
な
ら
、
そ
れ
は
、
第
一
に
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
の
死
去
の
後
ず
っ
と
、
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
を
毒
殺
し
た

と
い
う

｢

虚
偽
の｣

悪
評
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
オ
ズ
バ
ー
ト
は
、
教
会
裁
判
所
、
国
王
裁
判
所
、

そ
し
て
大
司
教
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
続
け
た
。
そ
の
後
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
へ
の
上
訴
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
オ
ズ

バ
ー
ト
は
、｢

虚
偽
の｣

悪
評
が
広
ま
っ
て
い
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
管
区
に
お
け
る
、
或
い
は

｢

全
島
に
知
れ
渡
っ
て
い
る｣

と
さ
れ
る

ブ
リ
テ
ン
島
に
お
け
る
審
理
を
避
け
る
た
め
、
教
皇
庁
で
の
審
理
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
、

オ
ズ
バ
ー
ト
が
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
面
前
で
の
雪�
宣
誓
に
成
功
し
て
い
た
と
し
て
も
、
悪
評
を
知
る
ブ
リ
テ
ン
島
の
ヨ
ー

ク
大
司
教
管
区
で
は
、
教
皇
庁
で
の
結
果
は
、
容
易
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
訴
訟
相
手
の
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
の
側
か
ら
見
る
な
ら
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
に
と
っ
て
は
、
オ
ズ
バ
ー
ト
を
裁
判
に
か
け
て
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審
理
に
付
し
、
彼
に
有
罪
判
決
を
下
し
て
も
ら
え
る
見
込
み
が
あ
る
な
ら
、
オ
ズ
バ
ー
ト
を
被
告
と
す
る
事
件
を
扱
う
裁
判
所
は
、
教

会
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
、
国
王
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
得
る
点
で
あ

る
。
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
は
、
自
ら
が
証
明
可
能
な
証
明
方
法
を
採
用
す
る
裁
判
所
を
、
粘
り
強
く
試
し
続
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
同
じ
教
会
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
、
手
続
の
類
型
に
従
っ
て
異
な
る
証
明
方
法
を
、
可
能
な
限
り
試
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
、
裁
判
所
の
種
類
を
問
う
こ
と
な
く
、
ま
た
手
続
の
類
型
を
問
う
こ
と
も
な
く
、
自
ら
が
利
用
可
能
な
証
拠
方

法
を
採
用
す
る
裁
判
所
の
手
続
を
活
用
し
て
、
何
と
し
て
も
勝
訴
し
よ
う
と
す
る
訴
訟
当
事
者
側
の
粘
り
強
い
態
度
を
、
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ン
フ
ォ
リ
ア
ン
が
裁
判
の
効
果
と
し
て
求
め
た
も
の
は
、
生
命
刑
と
い
う
極
刑
で
は
な
く
、
聖
職

剥
奪
な
ど
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ク
教
会
か
ら
オ
ズ
バ
ー
ト
を
排
除
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
点
と
も
関
係
す
る
こ
と
と
し
て
、
第
三
に
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
再
検
討
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
は
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
側
で
あ
る
教
会
権
力
と
国
王
権
力
と
の
間
で
裁
判
管
轄
権
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
訴
訟
当
事
者
の
側
は
、
そ
の
よ
う
な
争
い
に
よ
っ
て
裁
判
管
轄
権
が
劃
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
証
明
方
法
の
多
様
性
も
利
用
し
て
、
教
会
裁
判
と
国
王
裁
判
と
の
両
方
を
、
自
ら
の
勝
利
の
た
め
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
得
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
以
上
の
点
に
加
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事
件
の
裁
判
を
、
一
二
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る

教
会
裁
判
手
続
の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
る
。
一
二
世
紀
半
ば
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
カ
ノ
ン
法

的
糾
問
手
続
は
ま
だ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
悪
評
に
依
拠
し
な
が
ら
職
権
に
基
づ
く
訴
追
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
ヨ
ー
ク
大
司
教
毒
殺
事

件
の
訴
訟
に
お
い
て
も
、
証
明
方
法
と
し
て
は
、
当
然
に
、
雪�
宣
誓
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
起
訴
陪
審
制

が
成
立
し
た
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
て
い
た
手
続
も
、
あ
く
ま
で
悪
評
手
続
で
あ
り
、
カ
ノ
ン
法
的
糾
問
手
続
で
は
な
か
っ
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た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

１)��������������������������������������������������������������������������������������������
�������� �(

２)����������������������
(

３)���������������������������������������������������������������������������������������������
����

(

以
下
、���������������
と
略
記)�������������������������������������������������������

オ

ズ
バ
ー
ト
が
大
助
祭
職
を
剥
奪
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
、
お
そ
ら
く
、
一
一
七
五
年
頃
か
ら
一
一
八
〇
年
に
発
せ
ら
れ
た
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ

ル
三
世
の
教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書
(

後
述
の
史
料
Ｅ)

に
あ
る
記
述
に
基
づ
く
。
ま
た
、�������������������������

���������������������������������������������������������������������������� ��������������������
か
ら
は
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
俗
人
と
し
て
、
そ
し
て
騎
士
封
保
有
者
と
し
て
人
生
を
終
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

(

４)��������������������������������������������������������������������������������������
��������������� ������������

(

５)

一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
苑
田
亜
矢

｢

一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
皇
庁
へ
の
上
訴
を
め
ぐ
っ

て

一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
八
条
お
よ
び
一
一
七
二
年
の
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
の
和
約
の
再
検
討

｣
『

法
制
史
研
究』

五
〇
号
、
二
〇

〇
一
年
、
二
三
三－

二
六
六
頁
、
特
に
二
三
三－

二
三
八
頁
を
参
照
。
ま
た
、
同
法
第
三
条
に
つ
い
て
は
、
苑
田
亜
矢

｢

ベ
ケ
ッ
ト
論
争
と
二

重
処
罰
禁
止
原
則｣

『

法
制
史
研
究』

六
一
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
七－

一
五
〇
頁
も
参
照
。

(

６)����������������������������������������������������������������������������������
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���������������������������������������������������������������������������������������������
�������� ���������������������������������������������������������������������������������
�������������(

７)���������������������
(

８)������������������������������������������������������������������������������������������������
���� ���������(

９)

こ
れ
ら
の
史
料
は
、����������������������
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
他
に
、
一
一
五
六
年
一
二
月
頃
か
ら
一

一
五
七
年
一
月
に
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
が
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
に
宛
て
た
書�
が
あ
る

(�����������������������
����������

)

。
こ
の
書�
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
が
、
大
助
祭
オ
ズ
バ
ー
ト
の
事
件
の
審
理
を
、
自
ら
の
使
節
が
教
皇
庁
に
到
着
す
る
ま

で
延
期
し
て
く
れ
る
よ
う
教
皇
に
依
頼
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
再
検
討
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
。

(�)���������������������������������
(������������������������������������������������������������

������ �����������
(

以
下
、��
と
略
記)��������������

)���������������������������������������������
���������������������������������������� �������������������������������������������������������
���������������������������������������������� ��������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������ �����������������������������������
������������������������������������������������������������������ ������������������������
������������������������������������������������������������������������������ ���������������

一二世紀イングランドにおけるヨーク大司教毒殺事件に関する一考察

(熊本法学133号 '15)31



��������������������������������������������������������������������������������������������
���������� ����������������������������������������������������������������������������������������
������������� ����������������������������������������������������������������������������������
������������������� ����������������������������������������������������������������������
���������������������������������� ����������������������������������������������
������������������������������������������������������� ��������������������������������������������
��������������������������������������������������������� ��������������������������������������
��������������������������������������������������������������� ���������������������������������������
�������������������������������������������������������������� �������������������������������������
���������������������������������������������������������������� ������������������
������������������������������������������������������������������������������������� ����������
��������������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������������������������������������������������������������������������
������������������ ��������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������� �������������������

(�)

ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
直
江
真
一
・
苑
田
亜
矢

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス

(

翻
訳
と
解
説)

ロ
ン
ド
ン

司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
一
書�

｣
『

法
政
研
究』

第
六
六
巻
第
三
号
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
八
三－

一
一
二
九
頁
、
特
に
一
〇
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八
七－

一
〇
八
九
頁
を
参
照
。

(�)���������������������������������
(����������������������������������������������������

��������������� ���������������������������������������
)������������������������������������

������������������������� ����������������������������������������������������������������������
������������������������������� �����������������������������������������������������������
������������������������������������������� �����������������������������������������
������������������������������������������������������������ ���������������������������������
�������������������������������������������������������������������� �����������������������
������������������������������������������������������������������������������ ��������������������
��������������������������������������������������������������������������������� �������������
���������������������������������������������������������������������������������������� ���
��������������������������������������������������������������������������������������������
�������� ����������������������������������������������������������������������������������
������������������� �������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������� �������������������������������������������������
���������������������������������������������������� ������������������������������������
������������������������������������������������������������������� ����������������������

一二世紀イングランドにおけるヨーク大司教毒殺事件に関する一考察

(熊本法学133号 '15)33



������������
…�

[

こ
こ
で
、����������������������

(�����
)

は
終
わ
っ
て
い
る]

(�)
こ
の
点
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

(�)
苑
田
亜
矢

｢

一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
会
裁
判
手
続
と
起
訴
陪
審
制
の
成
立｣

『

熊
本
法
学』

第
一
三
〇
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
九

五－
二
四
八
頁

(

以
下
、
苑
田

｢

起
訴
陪
審｣

と
略
記)

、
二
〇
七
頁
。

(�)
苑
田

｢

起
訴
陪
審｣

二
〇
八－

九
頁
。

(�)
告
訴
手
続
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
苑
田

｢

起
訴
陪
審｣

、
二
〇
四
頁
を
参
照
。

(�)������������������������������
(�������������

)�����������������������������������������������
�������� ������������������������������������������

(�)
プ
ー
ル
は
、
教
皇
宛
書�(
史
料
Ｂ)

の
作
成
年
を
一
一
五
九
年
と
し
て
お
り
、
彼
が
確
定
し
た
作
成
年
に
同
意
し
た
モ
ー
リ
ー
は
、
同
書�

を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
ン
は
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
宛
書�
の
中
で
、
し
た
が
っ
て
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三

世
に
対
し
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
シ
オ
バ
ル
ド
の
面
前
で
は
な
く
、[

前
任
の]

教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
面
前
で
、
オ
ズ
バ
ー
ト
が
雪�

宣
誓
に
失
敗
し
た
こ
と
を
伝
え
た
の
だ
と
。��������������������������������������������������������������

��������������������������������������� ���������������������������������������
�������������������������������������������������������������� ������������������������������
������������

し
か
し
、
こ
の
書�
の
作
成
年
お
よ
び
解
釈
は
、��������
に
お
い
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

(�)������������������������������
(��������������������������������������������������������

������������� �����������������������������
)�����������������������������������������������������

������������������ ����������������������������������������������������������������������������
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����������������������������������������������������������������������������������������������
������� �����������������������������������������������������������������������������������
��������������������� ��������������������������������������������������������������
���������������������������������������� ����������������������������������������������������
������������������������������������������������� �����������������������������������
������������������������������������������������������������������ �������������������������
������������������������������������������������������������������������������ ��������
������������������������������������������������������������������������������������
���������� �������������������������������������������������������������������������������������
���������������� �������������

(�)�������������������������
(�)������������������������������������������������������������������������������������

���������������� ������������������������
(�)��������������������������

な
お
、
カ
ー
ネ
ヘ
ム
は
、
当
該
事
件
の
訴
訟
手
続
を
、
告
訴
手
続
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。�������

�������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������

確
か
に
、
シ
ン
フ
ォ

リ
ア
ン
は
、
当
初
、
告
訴
手
続
を
用
い
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
告
訴
手
続
で
の
追
行
を
彼
は
断
念
し
た
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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(�)
以
下
に
お
け
る
ヨ
ー
ク
大
司
教
位
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、�������������������������������������������

���������������������������������������������������������� ��������������������������
�����������������������������������������������������������������������

を
参
照
。

(�)����������������������
ノ
ウ
ル
ズ
は
、
シ
ト
ー
派
修
道
院
の
リ
ヴ
ォ
ー
修
道
院
と
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
修
道
院
、
お
よ
び
セ
ン
ト
オ
ー
ガ
ス

テ
ィ
ン
派
修
道
院
の
キ
ル
ク
ハ
ム
修
道
院
と
ギ
ス
バ
ラ
修
道
院
は
、
司
教
選
挙
に
関
し
て
定
め
た
一
一
三
九
年
の
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
第
二
八
決

議
に
基
づ
い
て
、
王
な
ど
の
介
入
を
排
除
し
た

｢

自
由
な
選
挙｣

を
主
張
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ー
カ
ー
は
、
ヨ
ー
ク
大
司

教
選
挙
に
お
け
る
対
立
の
原
因
を
、
同
公
会
議
第
二
八
決
議
の
司
教
選
挙
規
定
や
、
シ
ト
ー
派
お
よ
び
セ
ン
ト
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
派
の
修
道
院

の
関
与
に
は
、
帰
し
て
い
な
い
。����������������������������������������������������������������������

�������������������������
同
公
会
議
第
二
八
決
議
は
、｢

司
教
の
死
後
三
ヶ
月
以
上
、
司
教
座
を
空
位
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
司

教
選
挙
権
は
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
《������������������������
》
に
属
す
る
。
た
だ
し
司
教
選
挙
の
と
き
に
教
区
の
修
道
士

《���������������
》
の
意
向
を
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
司
教
に
は
修
道
士
の
助
言
《���������
》
を
得
て
適
任
者
が
選
出
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
彼
ら
の
同
意
と
承
諾
な
し
の
選
挙
は
無
効
で
あ
る｣

(

関
口
武
彦

｢

第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議｣

『

山
形
大
学
紀
要

(

社
会

科
学)』

第
三
十
五
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
、
九－
一
〇
頁)

と
定
め
て
い
る
。
な
お
、
一
一
三
九
年
の
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
第
二
八
決
議
の
原

文
に
つ
い
て
は
、���������������������������������������������������������������������������������

を
参
照
。
司
教
選
挙
に
つ
い
て
は
、
町
田
實
秀

｢

中
世
に
お
け
る
教
皇
と
司
教
の
選
挙｣

『

一
橋
大
学
研
究
年
報

法
学
研
究』

一
、
一
九
五
七

年
、
一－

九
〇
頁
も
参
照
。

(�)���������������������������������������������
(�)���������������������������

教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書

(����������������������������������������������
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��������
)

に
つ
い
て
は
、
本
文
で
後
述
す
る
。

(�)
国
王
が
推
し
た
ヒ
ラ
リ
ー
は
ヨ
ー
ク
大
司
教
選
挙
で
は
破
れ
た
が
、
チ
チ
ェ
ス
タ
司
教
職
を
得
た
。

(�)
ノ
ウ
ル
ズ
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
ヘ
ン
リ
・
マ
ー
ダ
ッ
ク
が
死
去
す
る
前
に
、
シ
ト
ー
派
の
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
や
、
そ

の
弟
子
だ
っ
た
教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
が
死
去
し
て
い
た
こ
と
も
、
強
調
し
て
い
る
。����������������������

(�)�����������������������
を
参
照
。

(�)
以
下
に
お
け
る
オ
ズ
バ
ー
ト
の
説
明
に
つ
い
て
は
、����������������������������������������������������

��������������������������������������������������� �����������������������������������������������������
����������������

を
参
照
。

(�)��������������������������
も
参
照
。

(�)����������������������������������������������������������������������������������������������
������ �����������������������������������������������������������������������������������������������
������ ��������������������������������������������������������������������������������������
����������������� ���������������������������������������������������������������������������
��������������������������� ��������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������� ������������������������������������
������������������������������������������������������������������ ���������������������������
�������������������������������������������������������������������������� ��������������������
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��������������������������������������������������������������������������������������������
����������� ��������������������������������������������������������������������������������������
���������������� ����������������������������������������������������������������������������������
�������������������� ���������������������������������������������������������������������������
��������������������������� ����������������������������������������������������������������������
�������������������������������� �����������������������������������������������������������������
������������������������������������ ����������������������������������������������������������
�������������������������������������������� �������������������������������������������������
�������������������������������������������������������� �������������������������������������������
���������������������������������������������������������� �����������������������������������
������������������������������������������������������������������ ����������������������������
��������������������������������������������������������������������������� ���������������������
��������������������������������������������������������������������������������� �����������������
���������(�)�������������������������������������������������������������

(�)������������������������������������������������������������������������������������������
����������� �������������������������������������������������������������������������������
���������������������� ������������������������������������������������������������������
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�����������������������������������������������������������������������������������������
������������ ���������������������������������������������������������������������������������
�������������������� �����������������������������������������������������������������
������������������������������������ �������������������������������������������������������
����������������������������������������������� �������������������������������������������
����������������������������������������������������������� ���������������������������������
������������������������������������

(�)
苑
田

｢

起
訴
陪
審｣

。

(�)
告
訴
手
続
に
お
け
る
有
罪
判
決
の
効
果
(

聖
職
身
分
の
剥
奪)

と
悪
評
手
続
に
お
け
る
有
罪
判
決
の
効
果

(

職
務
の
停
止
な
い
し
剥
奪)

の
違

い

(

こ
の
点
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
小
川
浩
三

｢

糺
問
手
続
は
刑
事
裁
判
手
続
か
？

(

一)

中
世
法
学
に
お
け
る
糺
問
手
続
の
展
開｣

『

桐
蔭
法
学』

第
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年
、
七
頁)

が
、
一
二
世
紀
に
厳
密
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

(�)
教
皇
受
任
裁
判
官
任
命
書
の
原
文
に
つ
い
て
は
、���������������������������������
を
参
照
。
本
任
命
書
は
教
令
集
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。������̈��������������������������������������������������������������������������������������

�������� ����������������������
.����������������������

に
お
け
る
コ
メ
ン
ト
も
参
照
。

(�)
雪�
宣
誓
の
機
能
等
に
つ
い
て
は
、�����������������������������������������������������������������

������������������������������������ �������
も
参
照
。
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〈
付
記
〉

本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
継
続
中
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業

(

科
学
研
究
費
補
助
金)

基
盤
研
究

(

Ｃ)

の
課
題
番
号
二
五
三

八
〇
〇
一
〇
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

論 説

(熊本法学133号 '15) 40


	表題

	はじめに

	第一節　カンタベリ大司教シオバルドの教皇ハドリアヌス四世宛書翰、およびヘルフォード司教ギルバート・フォリオットの教皇ハドリアヌス四世宛書翰の再検討

	一　カンタベリ大司教シオバルドの教皇ハドリアヌス四世宛書翰の再検討

	二　ヘルフォード司教ギルバート・フォリオットの教皇ハドリアヌス四世宛書翰の再検討


	第二節　悪評手続－悪評に依拠した職権に基づく訴追－と悪評の原因

	一　悪評手続－悪評に依拠した職権に基づく訴追

	二　悪評の原因


	第三節　悪評手続－雪冤宣誓による証明－と雪冤宣誓の効果
 
	一 悪評手続－雪冤宣誓による証明－

	二 雪冤宣誓の効果－ヨーク大司教毒殺事件の結末－


	おわりに

	〈付記〉




